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3月18日、壬生屋内体育館にて、中京区社会福祉協議会法人化10周年記念のつ

どいが開催されました。春雨が降る中、行政関係者はもとより福祉関係者ら400
名余りが集い、10周年の節目にふさわしい門出を迎えることが出来ました。
つどいは2部に分かれ、前半は中京区のこれまでの歩みをふりかえる10周年

記念のつどいが行われ、京都市朱雀工房、ボランティアグループ（ふれあいほう
む『どうぞ』・この実）による温かい珈琲・紅茶のドリンクサービスをはさんで、
後半は現在の中京区の地域福祉活動の現状や今後の展開について話し合う区民フ
ォーラムが開催されました。

京都市中京区社会福祉協議会・
中京区ボランティアセンター

主催

中京区地域福祉推進委員会

区民フォーラム共催

平成15年3月に、中京区内の福祉関係者（学区社
協関係者・ボランティア関係者・区内福祉関係団
体・機関等）の意見を集約して作成した「中京区地
域福祉活動計画〈第一次プラン〉」。その達成状況や
課題を検討し、より実効力のある計画にしていくた
めの作業が、昨年（平成16）の秋より始められてい
ます。今回のフォーラムは、こうした状況を区民の
皆様に伝えていくと共に、今後の中京区の福祉のま
ちづくりを一緒に考え、今後の生活の見直しを検討
するために催されました。

区民フォーラムの目的

▼京都市長祝辞代読
長寿社会部長 前田治彦氏

蜻主催あいさつ
川口東嶺 中京区社協会長

区内の虚弱なお年寄りを対象にした送迎付きサロン活動（「中京区
高齢者ミニデイサービス」）を運営する「花みづきの会」では、次の
とおりボランティアを募集しています。

お問合せ、お申込みは中京区社会福祉協議会（@822－1011）

★運転ボランティア 7人乗りワゴンを運転し、各利用者のお宅と
区社協間の送迎をしていただきます。

活 動 日：月・水・金のうち、月2回程度
活動時間：午前9時50分～11時頃（迎え）と午後3時～4時頃（送り）
募集人数：迎え、送りとも可能な方で複数名

「中京福祉まつり」とは、中京区域全体で行う福祉啓発イベントのことです。
まつりのプログラムづくりには、区内の社会福祉施設・当事者グループ・ボランティアグループそして、
一般区民がボランティアとなり、ゼロから議論をして企画します。
また、当日もプログラムづくりに参画したみんなでまつりの運営にあたります。
ちなみに今年の福祉まつりは、2005年6月5日∂午前10時～午後3時に元教業小学校にて
開催されます。

□参加体験企画の運営補助
（スタンプラリーの押印や参加賞の受け渡し等）
□舞台企画の運営補助（会場内誘導・舞台袖作業）
□出店企画の運営補助（設営、片付け、清掃等）
□記録作業（カメラ撮影・来場者のカウント等）

※運営ボランティアの方もできれば、企画の段階から参加いただきたいのですが、前日の打ち合わせと当日
のみの参加も可能です。
なお、ボランティア参加にあたる諸費用は、各自「手弁当」となりますのであらかじめご了承ください。

まつりの内容は、おおきくわけて以下の4つの企画に分類されます。
ï舞　　台…アマチュアライブや障害のある当事者等がアピールする企画
ñ参加体験…障害者スポーツや疑似体験等、来場された方に直接体験いただく企画
ó出　　店…飲食模擬店や授産品・自主製品等
òプレイルーム…乳幼児と親御さんがともに遊ぶ企画

あなたも一緒に「まつり」に加わりませんか！
『中京福祉まつり』では、まつりの運営に協力いただける方を募集しています。

みる・きく・しる・みんなで遊ぼう～第3回「中京福祉まつり」

お 問 い 合 わ せ は …

中京区民ふれあい事業実行委員会
社会福祉法人京都市中京区社会福祉協議会

@822-1011
中京区社会福祉協議会まで

主　催

中京区地域福祉活動計画推進協議会
作業委員会区民公募委員募集

〈目的〉「中京区地域福祉活動計画〈第一次プラン〉（平成15
年3月策定）」の実施状況・到達度について検証し、状況に応
じた計画の見直しに向けてその具体的な作業をする機関です。
この作業委員会は、区内の福祉関係者、学区社会福祉協議

会、ボランティア団体、区民公募委員等約30名で構成されて
いますが、本年度も委員の一部を公募することにより、より
多くの方々と協働して「中京の福祉のまちづくり」を目指す
ことを目的としています。

〈募集人員〉若干名

〈任期〉委嘱の日から平成17年度末

〈応募資格〉①中京区にお住まいの方で引き続き中京区にお住
みになる方　②年齢20歳以上の方　③国、地方公共団体の議
員又は常勤の公務員でない方。詳しくは応募要綱でご確認く
ださい。

〈応募締切日〉平成17年6月30日∫
当日消印有効

〈応募方法〉専用の応募用紙に必要事項を記入の上、小論文
（課題設定あり）を添えて、中京区社会福祉協議会へ郵送又は
持参でご応募ください。

〈審査方法〉ご応募いただいた書類をもとに、中京区社会福祉
協議会に設置する選考委員会で審査を行います。なお、提出
いただいた書類は返却いたしませんのでご了承ください。
※応募用紙等は、中京区社会福祉協議会に用意しております。
ご希望の方は、区社協事務局（@822-1011）までご連絡
ください。

運転ボランティア

★運転ボランティア お年寄りの話し相手、お昼の味噌汁づくり、
ゲームや創作活動（カレンダー作り等）をお手伝いいただきます。
ミニデイサービスは、お風呂がないため午前・午後の2回にわたり
レクリエーションとしてのグループ活動に取組んでいます。
活 動 日：水・金のうち、月に2～4回程度
活動時間：午前9時50分～午後3時30分

（午前のみ・午後のみも可能）
募集人数：2～3名程度

介助ボランティア
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最初に、「中京区地域福祉活動計
画〈第一次プラン〉」の特色につい
て「多様性」をキーワードに説明
があり、そしてこの第一次プラン

の達成状況や課題をチェックする機関として平成16年10月に
立ち上がった「地域福祉活動計画推進協議会」の取組みにつ
いて報告されました。具体的には、「地域福祉活動計画推進協
議会」内に設置された「作業委員会」がこれまで５回の作業
を重ね、チェックシートで点検し、今回の区民フォーラムや
福祉総合マップづくりに取組んできたことが紹介されました。
このチェック過程で確認された第一次プランの成果として
は、ボランティアグループの情報交換・連繋の場「中京・ゆ
い」が立ち上がったこと、子育て支援実務者ネットワークの
組織化、福祉のまちづくりへの繋がりや交流、団体活動の活性

特集●「中京区社会福祉協議会法人化10周年記念」
～いっしょにやりまひょ　やさしいまちづくり～

化などがあげられていました。また、区行政の地域福祉推進
組織に区社協地域福祉活動計画推進協議会の作業委員会のメ
ンバーが加えられ、公民協働で地域福祉を推進するようにな
ったことも注目すべき点としてあげられました。
今後の課題としては、第一次プランをより実効力のある計
画にするべく、地域福祉活動計画推進協議会で取組んできた
チェック作業活動を中京区内の団体・グループにも広げ、一
つでも多くの団体・グループに第一次プランを自身の団体の
活動にひきつけて考えてもらい、計画への意見を集約してい
くこと、とりわけ学区社協が中心となり地域住民がわがまち
の福祉について語り合う「住民懇談会」を定期的に開催して
いくことが「計画を絵に描いた餅にするのではなく、実効力
のある区民みんなの地域福祉活動計画につながる」と力説さ
れました。

シ ン ポ
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沖野一晃
かずあき

氏
（梅屋学区社会福祉協議会副会長）

小林敬子氏
（ふれあいほうむ『どうぞ』代表）

木
き

久
きゅう

茂氏
（京都府視覚障害者協会中京支部副支部長）

上村啓子氏
（社会福祉法人京都光彩の会　京都市
朱雀工房施設長）

鍋谷一美氏
（中京福祉事務所支援第一係長）

bシンポジスト

bコーディネーター 井岡　勉氏

「多様な人できずく　中京区民の福祉のまちづくり」 「多様な人できずく　中京区民の福祉のまちづくり」 

新築された梅屋自治会館を拠点に昨年の６月から活動をス
タートさせました。現在約1000世帯の住民が町内会に入って
おり、各町内会での掲示や広報で告知しながら「梅屋すこや
かサロン」の実施や、社協活動の内容を知ってもらうための
「梅屋社協だより」を発行し、全世帯に配布しています。
過日作業委員会に参加し感じたことは、梅屋学区の活動の
振り返りが出来たこと。また他団体の活動内容を知ったとい
うこと、そして中京区としての連携の重要性の認識です。今
後は他団体の活動をさらに理解し、連携しあいながら地道に、
地域貢献・地域活性化に役立てればと考えています。

７年前に立ち上げた『どうぞ』は、無償と有償の２輪で運
営している非営利グループです。高齢者や障害者のお手伝い
をと、３年前から配食活動を行っています。また、生協で
「どうぞ喫茶」を出店させていただいたり、知的障害の子ど
もたちも「どうぞ」の作業部に通所しています。
有償ボランティアでは、ケアマネージャーから相談を受け
ることもあり、無理のない範囲で始められたらと思っていま
す。少しずつですが、こうして活動が続けられるのは本当に
ボランティアさんのお陰。地域で、さらに多くの方々と繋が
りを持ち、活動を広げていけたらと考えています。

毎年３回研修会を開き、また２回ほどホテルなどで食事会
をしています。研修会では、警察や消防署の方々に交通につ
いての注意点を教えてもらったり、行政から福祉に関する情
報提供をしてもらったりしています。ただ、非常に会員が少

ないのが悩みの種で、身体障害者手帳を持っておられる方に
お声掛けしようと役所へ行くと、個人情報は公にできないと
のことで困っています。本日ここにおられる皆さんに、そう
いう方がいらっしゃったら、障害者団体の存在をお知らせい
ただき、私たちと一緒に楽しく活動できるよう促していただ
ければ幸いです。

当施設では、鬱や統合失調症など精神に障害のある方に支
援を続けています。他分野に比べていろんな施策・福祉が遅
れていますが、利用者はお年寄りにお弁当をお届けしながら
心のふれあいを大切にする仕事などに取組み、就労にむけて
頑張っています。開設して８年が過ぎましたが、まだまだ地
域や福祉活動について知らないこと、参加できていないこと
が、たくさんあるように感じます。こころの健康づくりに役
立てるよう、地域との連携を密にしながら、福祉施設として
の役割を果たしていきたいと考えています。

中京区子育て支援ネットワークは、一昨年の12月、プログラ
ム型子育てサロン「きっずぱぁくin明倫」を立ち上げました。
少子化が進む堀川通から東側の地域では、近年大型マンション
の建設で、若い世帯の住民が急増。子育ての孤独化や人との出
会いの場を求める声が保健所や保育園などで浮き彫りになり、
dまずは行動eと民生児童委員会、児童館、保健所、各保育所、
社会福祉協議会、子ども支援センターなどが協力して取組んだ
ものです。それ以降、身近な地域における学区主催のフリース
ペース型きっずぱぁくの立ち上げを推進し、現在、６つの学区
で子育てサロンが開催されています。今後も地域の皆様と共に
知恵を絞って、支援の輪を広げたいと考えています。

団体と連携し
地域貢献・地域活性化に役立てれば………沖野一晃氏

こころの健康づくりのために
地域との連携を図り役割を果たしたい………上村啓子氏

地域の皆様と共に知恵を絞って
支援の輪を広げたい…………………………鍋谷一美氏

たくさんの仲間を募りたいので
私たちの会の存在を伝えてほしい…………木久　茂氏

ふれあい社会をめざし
市民が自主・自発的に発足させた会員制団体…小林敬子氏

「地域福祉活動計画を区民みんなのものにしていくために」
井岡　勉氏（中京区地域福祉活動計画推進協議会副委員長　同志社大学教授）

基調
報告

左から沖野氏・小林氏・木久氏・上村氏・鍋谷氏

社会福祉法人京都市中京区社会福祉協議会

b４月１日付で京都府知事の認可を得て社会福祉法人
格を取得

b賛助会員制度の創設
b各学区社会福祉協議会に町委員制度の設置
b阪神淡路大震災復興芦屋事務所への支援活動

b賛助会費の徴収開始
b阪神淡路大震災義援金基金活動実施
b「中京区域地域福祉センター」の開設
b「ふれあいいきいきサロン」事業開始
b「ふれあいいきいきサロン」協力ボランティアグルー
プ「いきいき会」の結成

b「中京区高齢者ミニデイサービス事業」の開始
b「中京区ボランティアセンター」の開設
b中京区高齢者ミニデイサービス事業協力ボランティ
アグループ「花みづきの会」の結成

b「学区社会福祉協議会実態調査」の実施

b「手話ボランティア入門講座」の開催開始（平成14年
度より「手話教室」と名称変更）

b「青少年の福祉体験事業」の開催開始

b「中京区介護家族の会」の結成
b「介護保険シンポジウム」の開催

b「中京区ネットワーキング」の設置
b中京区に高齢者施設を建設するための「建設促進委
員会準備会」の設置

b「中京区介護ボランティア養成講座」の開催
b法人設立５周年記念事業の開催

b健康すこやか学級事業（すこやかサロン）事業受託開始
b「点字入門講座」の開催開始

b地域福祉活動計画策定委員会設置（～平成14年度）
bボランティア国際年記念シンポジウムの開催

b「中京区地域福祉活動計画」策定
b区社協創設50周年記念事業の開催
b「高齢者サービス調整推進会議」の開催
b「子育て支援実務者会議」の開催（平成15年度より
「子育て支援ネットワーク会議」と名称変更）

b専門機関と地域との連繋により中京区初の子育てサ
ロン「きっずぱぁくin明倫」開催開始

b「中京福祉まつり」の開催開始
b学区主催による子育てサロン「きっずぱぁく～フリー
スペース～」開催開始

b「要約筆記入門講座」の開催開始

b中京区ボランティア・市民活動連絡協議会「中京・
ゆい」発足

b法人設立10周年記念事業の開催

平成 6 年度

平成 7 年度

平成 8 年度

平成 9 年度

平成10年度

平成11年度

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度

蜻事務所改築の起工式

法人設立記念式典蜷

子育てを巡るネットワーク 地域福祉活動計画住民懇談会の様子

ふれあいいきいきサロン 介護家族の会

ボランティア入門講座 高齢者ミニデイサービス

中京・ゆい ユースアクション


